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ヤエムグラ アカネ科，一年生（越年生）

道ばたや空き地などに自生し，本県の麦類ほ場では，連作ほ場を中心に一部で発生

が見られる。麦類に寄りかかって立ち上がり，多発すると収穫作業に支障を来す。また，

果実の表面にも棘があり，収穫物に混入することがある。

形
態
的
特
徴

葉は４～８枚が輪生状につき，地際から多く分枝する。茎葉に小さな棘があるので

ざらつき，麦類に寄りかかって立ち上がって生育する。

生
態
的
特
徴

・出芽期間は長く，秋期と春期に出芽する。

・水田輪換畑での発生は少ない。

化
学
的
防
除
法

・土壌処理剤を使用したほ場での発生は少ない。

・多発ほ場では，「土壌処理剤＋茎葉処理剤」の体系防除を行う。

茎葉処理剤は，アクチノール乳剤やエコパートフロアブルの効果が高い。
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